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2/23～2/25 山仕事（2月大平「大日山」） 

 

 

 

 

大日山の社 

2/23夕食   
（交流会） 
久米さんの掲
げるのは原田
さんの記録証 

2/24倒木の整理 

2/24当日朝出発前
オールスタッフ 



3/11～3/13 山仕事（3月「倒木処理②」） 

 

 

大日山の社 

3/11坂上さん柿園 
作業後 

奇麗になりました。 

3/12倒木の整理 
奇麗になりました。 

3/11坂上さん柿園の状況 
作業前 

古希のお祝いの素晴らしいお料理。 
びっくりしました。嬉しかったです。 
 


